
第
一
節

教
育
施
設
設
備
の
充
実

一
、
放
送
セ
ン
タ
ー
開
局

放
送
セ
ン
タ
ー
は
、
全
校
が
緊
張
の
う
ち
に
昭
和
四
十
六
年
九
月
十
六
日
午
前
八

時
三
十
分
開
局
し
た
。

全
生
徒
が
教
室
の
テ
レ
ビ
に
注
目
す
る
中
で
、
校
章
が
ブ
ラ
ウ
ン
管
に
映
し
出
さ

れ
、
校
歌
が
流
さ
れ
て
放
送
が
始
ま
っ
た
。
学
院
長
の
挨
拶
で
は
、
こ
の
設
備
が
今

後
の
放
送
教
育
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
期
待
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
運
営
委
員

会
を
発
足
さ
せ
、
こ
の
活
用
に
つ
い
て
十
分
研
究
を
重
ね
運
営
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
、

ロ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、
芸
術
鑑
賞
教
育
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
発
表
、
読
書
教
育
な
ど
多
面
的
に
活
用
し
て
い
く
旨
の
お
話
が

あ
っ
た
。
来
賓
の
市
川
市
教
育
委
員
会
指
導
課
長
の
安
藤
一
雄
氏
、
富
士
銀
行
八
幡
支
店
長
の
草
野
順
夫
氏
か
ら
も
、
お
祝
い

の
言
葉
を
頂
い
た
。

そ
の
後
、
一
〇
人
か
ら
成
る
運
営
委
員
会
が
発
足
し
、
十
一
月
二
十
三
日
に
は
、
道
徳
と
ロ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
研
究

題
材
に
、
放
送
施
設
を
初
め
て
活
用
し
た
第
七
回
校
内
視
聴
覚
教
育
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。

放送センター開局



そ
れ
か
ら
今
日
ま
で
、
放
送
の
活
用
と
充
実
に
努
め
本
学
院
教
育
の
一
つ
の
特
色
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

二
、
Ｌ
Ｌ
教
室
の
増
設

い
ず
れ
の
学
習
指
導
に
お
い
て
も
、
教
材
教
具
の
整
備
と
そ
の
活
用
が
大
切
で
あ
る
が
、
英
語
科
に
お
い
て
、「
聞
く
」「
話

す
」
の
学
習
に
は
、
Ｌ
Ｌ
施
設
と
そ
の
活
用
が
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
学
院
の
Ｌ
Ｌ
施
設
は
、
昭
和
四
十
二
年
十
月
に
一

教
室
が
設
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
十
分
な
活
用
の
た
め
に
、
更
に
一
教
室
の
増
設
を
必
要
と
し
た
。
こ
の
た
め
、
家
庭
科
館
四
階

の
西
側
の
図
書
館
の
集
会
室
を
Ｌ
Ｌ
教
室
に
転
用
す
る
こ
と
と
し
、
内
部
を
改
造
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
簡
易
ラ
ボ
を
設
置
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
工
事
は
、
四
十
五
年
三
月
下
旬
の
春
休
み
か
ら
始
め
て
、
四
月
半
ば
に
完
了
し
た
。
新
設
さ
れ
た
Ｌ
Ｌ
は
、

従
前
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
ラ
ボ
使
用
の
反
省
か
ら
、
新
し
く
工
夫
を
こ
ら
し
て
、
語
学
演
習
室
に
ふ
さ
わ
し
い
立
派
な
施
設
が
で

き
あ
が
っ
た
。

三
、
医
務
室
の
整
備

以
前
か
ら
、
保
健
室
は
日
当
た
り
が
悪
く
あ
ま
り
適
当
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
た
ま
た
ま
校
舎
の
増
築
な
ど
で
、
教

室
そ
の
他
が
整
備
さ
れ
た
際
に
保
健
室
を
日
当
た
り
の
よ
い
場
所
に
移
す
こ
と
と
な
り
、
新
た
に
医
務
室
と
名
称
を
改
め
た
。

ま
た
、
こ
の
機
会
に
内
部
の
整
備
を
整
え
て
、
ベ
ッ
ド
を
一
〇
台
と
し
た
の
を
は
じ
め
、
乾
熱
滅
菌
器
、
冷
蔵
庫
、
流
し
台
、

消
毒
器
台
、
機
械
戸
棚
、
薬
品
戸
棚
、
物
品
保
管
戸
棚
な
ど
を
整
備
し
、
一
つ
の
診
療
所
と
し
て
発
足
し
、
そ
の
機
能
を
十
分

昭和学院及び中学校・高等学校



に
発
揮
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
二
節

中
高
一
貫
教
育
の
充
実

一
、「
一
貫
教
育
研
究
」
は
じ
ま
る

新
教
育
課
程
実
施
期
の
昭
和
四
十
七
年
九
月
、
中
央
教
育
審
議
会
答
申
に
示
さ
れ
た
「
中
高
一
貫
教
育
」
に
つ
い
て
、
文
部

省
か
ら
研
究
調
査
の
委
嘱
を
受
け
た
日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
は
、
一
四
名
の
委
員
を
決
め
て
「
私
立
中
高
一
貫
教
育

研
究
委
員
会
」
を
組
織
し
、
昭
和
女
子
大
学
付
属
中
高
校
長
人
見
楠
郎
先
生
を
委
員
長
と
し
て
研
究
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
研
究
委
員
と
し
て
本
校
か
ら
久
松
英
壽
教
諭
が
選
ば
れ
た
。

二
、
本
校
に
お
け
る
生
活
指
導
の
一
貫
教
育

本
校
は
「
生
活
指
導
面
に
お
け
る
一
貫
教
育
の
効
果
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
考
え
方
を
と
り
ま
と
め
実
践
し
て
き
た
。

○

学
級
担
任
、
教
科
担
任
に
つ
い
て
中
高
両
方
を
担
当
さ
せ
る
。

○

中
高
合
同
の
職
員
会
議
を
も
っ
て
い
る
。

○

中
高
合
同
の
生
活
指
導
部
会
を
も
っ
て
い
る
。



○

旧
中
学
三
年
担
任
と
、
高
校
一
年
担
任
と
の
連
絡
協
議
会
を
も
っ
て
い
る
。

○

定
期
的
な
事
例
研
究
会
を
も
っ
て
い
る
。

○

中
高
職
員
室
が
同
室
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
教
師
間
の
連
絡
が
密
で
、
生
徒
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
適
切
な
指
導
が
で
き
る
。

ま
た
教
育
相
談
室
に
お
け
る
問
題
生
徒
の
長
期
に
わ
た
る
指
導
、
生
徒
に
と
っ
て
自
分
を
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
教
師
の
存

在
と
、
中
高
六
年
間
を
通
じ
て
生
ま
れ
る
教
師
と
生
徒
の
信
頼
感
及
び
好
ま
し
い
人
間
関
係
の
た
め
に
指
導
が
し
や
す
い
。
そ

れ
に
高
校
に
お
い
て
何
か
問
題
行
動
が
あ
っ
て
も
、
中
学
時
か
ら
の
長
期
的
な
観
察
と
、
そ
の
記
録
が
あ
る
た
め
に
迅
速
か
つ

適
切
な
指
導
が
可
能
で
あ
る
。

第
三
節

県
史
に
残
る
「
千
葉
県
の
先
覚
」

昭
和
四
十
八
年
は
、
千
葉
県
が
発
足
し
て
一
〇
〇
年
に
あ
た
る
と
こ
ろ
か
ら
、
県
の
発
展
に
寄
与
し
た
人
達
を
故
人
か
ら
一

〇
〇
名
選
び
「
千
葉
県
の
先
覚
」
と
し
て
顕
彰
す
る
こ
と
と
な
り
、
同
年
八
月
わ
が
昭
和
学
院
の
創
立
者
で
あ
る
故
伊
藤
友
作

先
生
も
先
覚
の
一
人
と
し
て
選
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

昭和学院及び中学校・高等学校



第
四
節

教
育
充
実
計
画
の
実
現

一
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
拡
充

創
立
三
十
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
懸
案
で
あ
っ
た
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
充
計
画
は
、
昭
和
四
十
五
年
頃
か
ら
始
め
た
地
元

住
民
の
方
と
の
土
地
買
収
と
、
水
路
、
道
路
の
用
途
廃
止
の
話
し
合
い
に
時
間
が
か
か
っ
た
が
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
は
じ
め

に
完
成
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
面
積
は
従
来
の
一
・
五
倍
と
な
り
、
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
ト
ラ
ッ
ク
、
七
面
の
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
（
内
二
面
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
兼
用
）、
フ
ィ
ー
ル
ド
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。

二
、
充
実
し
た
理
科
・
体
育
施
設

新
築
工
事
は
じ
ま
る

新
理
科
館
・
第
二
体
育
館
の
建
設
計
画
は
、
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
に
際
し
、
向
こ
う
五
ヵ
年
の
本
学
院
教
育
の
充
実
計

画
の
一
環
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
理
科
館
は
、
理
科
教
育
の
充
実
発
展
の
た
め
、
第
二
体
育
館
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
は



じ
め
一
般
生
徒
の
体
育
教
育
の
向
上
を
目
ざ
し
て
体
育
施
設
の
整
備
を
図
る
た
め
に
建
設
さ
れ
る
も
の
で
、
昭
和
四
十
七
年
四

月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
建
設
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
種
々
の
角
度
か
ら
検
討
し
、
ま
た
他
の
諸
施
設
な
ど
を
見
学
し
て
そ
の
粋
を
集

め
て
設
計
を
進
め
、
翌
四
十
八
年
三
月
か
ら
建
築
工
事
を
開
始
し
た
。

工
事
は
、
三
月
二
十
日
か
ら
そ
の
建
設
場
所
に
あ
た
る
旧
第
二
体
育
館
、
第
六
号
校
舎
の
と
り
こ
わ
し
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
。

四
月
二
十
九
日
に
は
、
と
り
こ
わ
し
の
終
わ
っ
た
建
設
予
定
地
で
午
後
一
時
か
ら
地
鎮
祭
が
と
り
行
わ
れ
た
。
建
築
資
材
が
不

足
し
、
価
格
が
高
く
な
る
矢
先
で
あ
っ
た
が
、
朝
日
建
築
設
計
、
多
田
建
設
そ
の
他

工
事
関
係
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
予
算
内
で
請
負
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
て
、

工
事
を
は
じ
め
た
。
工
事
は
順
調
に
進
ん
だ
が
秋
に
入
り
石
油
危
機
に
見
ま
わ
れ
、

資
材
不
足
に
拍
車
が
か
か
り
、
価
格
は
異
常
に
高
く
な
り
、
工
事
は
難
渋
し
た
が
、

予
定
工
期
を
一
ヵ
月
程
遅
れ
て
四
十
九
年
一
月
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

菅
野
辺
に
偉
容
を
誇
る
新
館

新
理
科
館
は
四
階
建
て
の
近
代
的
建
物
で
、
一
階
に
総
合
準
備
室
、
地
学
室
、
二

階
に
生
物
室
二
室
、
三
階
に
化
学
室
二
室
、
四
階
に
物
理
室
二
室
、
そ
の
一
室
は
階

段
教
室
、
そ
の
他
各
階
に
各
科
目
の
準
備
室
、
二
、
三
、
四
階
に
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修

室
、
三
階
に
暗
室
、
天
秤
室
が
設
け
ら
れ
た
。
父
兄
の
協
力
で
実
験
台
は
す
べ
て
専

理科館・第二体育館
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門
メ
ー
カ
ー
の
設
計
に
な
る
優
れ
た
も
の
で
あ
り
、
教
室
に
は
薬
品
棚
、
備
品
標
本
棚
が

沢
山
設
け
ら
れ
、
化
学
室
に
は
ド
ラ
フ
ト
チ
ェ
ン
バ
ー
が
備
え
ら
れ
た
。
映
写
設
備
も
整

い
、
ま
た
、
放
送
教
育
を
理
科
指
導
に
と
り
入
れ
る
た
め
に
、
本
学
院
で
は
初
め
て
の
他

に
少
な
い
カ
ラ
ー
の
受
像
設
備
を
導
入
し
、
各
室
に
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
を
設
置
し
た
。
そ

の
施
設
設
備
は
、
中
高
の
理
科
教
育
に
お
い
て
は
最
も
完
備
し
た
県
下
有
数
の
も
の
と
な

っ
た
。

第
二
体
育
館
は
、
重
層
構
造
で
、
一
階
は
主
と
し
て
球
技
用
と
し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
設
備
を
備
え
、
三
階
は
、
卓
球
と
体
操
の
用
具

器
械
が
整
え
ら
れ
た
。
床
は
ブ
ナ
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
で
、
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
設
備
が
整
備

さ
れ
、
体
育
の
指
導
と
と
も
に
、
一
般
生
徒
が
休
み
時
間
や
放
課
後
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
場
と
し
て
使
用
し
た
。
そ
の
他
に
付
属
施
設
と
し
て
一
一
の
部
屋
、
二
つ
の
更
衣
室
、

洗
面
室
が
設
け
ら
れ
た
。

落
成
式
挙
行

落
成
式
は
、
昭
和
四
十
九
年
一
月
二
十
九
日
、
来
賓
、
父
兄
代
表
な
ど
招
待
者
三
〇
〇
名
を
超
す
出
席
者
で
、
厳
粛
な
中
に

も
華
や
か
に
挙
行
さ
れ
た
。

第二体育館落成式



な
お
式
典
後
、
階
上
の
祝
宴
会
場
に
出
席
者
の
方
々
を
お
招
き
し
て
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
心
か
ら
の
祝
宴
が
催
さ
れ
た
。
来

会
者
は
、
そ
の
後
理
科
館
の
各
教
室
を
見
学
さ
れ
た
。

第
五
節

躍
進
め
ざ
ま
し
い
運
動
部

一
、
若
潮
国
体
華
々
し
く
開
催

第
二
十
八
回
国
民
体
育
大
会
は
、
待
望
久
し
か
っ
た
本
県
に
お
い
て
開
催
が
決
定
し
、「
若
潮
国
体
」
と
命
名
し
、
昭
和
四

十
八
年
十
月
十
四
日
か
ら
十
九
日
ま
で
、
県
下
各
会
場
で
秋
季
大
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
本
校
か
ら
も
高
校
選
手
と
し
て
国

体
強
化
選
手
に
指
名
さ
れ
て
大
活
躍
し
た
。
特
に
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
本
校
の
松

岡
裕
見
、
榊
原
直
子
、
高
橋
と
も
子
、
地
主
弘
子
の
高
三
の
四
選
手
を
中
心
と

し
て
決
勝
に
勝
ち
進
み
、
惜
し
く
も
敗
れ
た
が
、
本
県
が
女
子
総
合
全
国
第
二

位
を
獲
得
す
る
上
に
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

つ
づ
い
て
、
翌
四
十
九
年
の
第
二
十
九
回
茨
城
国
体
で
は
、
夏
大
会
で
本
校

水
泳
部
高
三
の
石
沢
薫
選
手
が
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
に
お
い
て
二
分
五
三

秒
八
と
い
う
好
タ
イ
ム
で
優
勝
、
本
県
女
子
水
泳
と
し
て
国
体
で
は
じ
め
て
種

本学院前を走る

若潮国体聖火リレー
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目
優
勝
を
達
成
し
た
。
ま
た
、
茨
城
国
体
の
秋
季
大
会
で
は
本
学
院
選
手
を
中
心
と
す
る
本
県
高
校
選
抜
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
は
決
勝
に
進
み
、
大
阪
選
抜
に
六
二－

六
一
で
惜
敗
し
第
二
位
と
な
っ
た
。

二
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
全
国
三
位
入
賞

昭
和
四
十
九
年
八
月
、
福
岡
市
で
行
わ
れ
た
全
国
高
校
選
手
権
大
会
で
、
本
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
第
三
位
入
賞
と
い

う
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
た
。
遥
か
遠
い
九
州
の
地
の
、
味
方
の
声
援
も
な
い
中
で
、
本
校
の
選
手
た
ち
は
の
び
の
び
と
プ
レ

ー
を
し
、
準
決
勝
で
は
敗
れ
は
し
た
も
の
の
、
好
プ
レ
ー
で
善
戦
す
る
本
校
選
手
に
観
衆
の
温
か
い
拍
手
が
お
く
ら
れ
た
。
同

月
二
十
一
日
、
八
幡
会
館
に
お
い
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
入
賞
祝
賀
会
が
開
か
れ
た
。
来
賓
、
父
兄
及
び
職
員
の
代
表

な
ど
の
方
々
が
多
数
出
席
さ
れ
、
健
闘
し
た
選
手
た
ち
に
盛
大
な
拍
手
と
祝
福
の
辞
が
お
く
ら
れ
た
。

第
六
節

創
立
三
十
五
周
年
を
迎
え
て

一
、
創
立
三
十
五
周
年
記
念
式
典
挙
行

昭
和
五
十
年
十
月
十
七
日
（
校
内
）・
十
八
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
記
念
式
典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。
十
八
日
の
式
典

は
、
午
前
十
時
二
十
分
か
ら
本
学
院
講
堂
に
お
い
て
、
川
上
県
知
事
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
、
父
兄
の
列
席
の
も
と
に
、
本
学



院
弦
楽
部
に
よ
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
交
響
曲
の
華
麗
な
演
奏
で
は
じ
ま
っ
た
。

学
院
長
式
辞
の
あ
と
、
総
数
七
五
名
も
の
教
職
員
、
父
兄
が
表
彰
さ
れ
た
。
ま
た
川
上
県
知
事
を
は
じ
め
、
川
瀬
成
田
高
等

学
校
長
、
衆
議
院
議
員
臼
井
荘
一
氏
夫
人
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

式
典
終
了
後
、
第
一
体
育
館
に
お
い
て
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
学
院
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
神
田
日
出
学
園
長
、
上
野
千
葉
商
大

付
属
高
等
学
校
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
川
上
県
知
事
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
は
な
ご
や
か
に
行
わ
れ
た
。

二
、
室
内
温
水
プ
ー
ル
落
成

室
内
温
水
プ
ー
ル
の
落
成
式
は
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
十
七
日
、
約
二
五
〇
名
の

来
賓
の
方
々
の
出
席
を
得
て
、
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
式
は
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
行
わ
れ
、

沼
田
県
副
知
事
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
開
式
の
辞
の
あ
と
、

吹
奏
楽
部
に
よ
る
「
君
が
代
」
の
演
奏
が
あ
り
、
プ
ー
ル
に
張
ら
れ
た
テ
ー
プ
へ
の

鋏
入
れ
が
、
学
院
長
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
紅
白
の
テ
ー
プ
が
満
場
の
拍
手
の
中

に
切
ら
れ
た
。

次
に
学
院
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
室
内
温
水
プ
ー
ル
完
成
ま
で
の
経
過
や
、
そ
の
概

要
に
つ
い
て
の
話
が
あ
っ
た
。

続
い
て
工
事
関
係
者
に
対
す
る
「
感
謝
状
」
の
贈
呈
が
あ
り
、
学
院
長
か
ら
朝
日

室内温水プール落成式

昭和学院及び中学校・高等学校



建
築
設
計
事
務
所
長
、
多
田
建
設
株
式
会
社
社
長
に
贈
ら
れ
た
。
つ
い
で
沼
田
県
副
知
事
の
ご
祝
辞
を
は
じ
め
と
し
て
沢
山
の

祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

式
後
、
同
プ
ー
ル
で
は
特
別
演
技
と
し
て
、
早
稲
田
大
学
の
柳
館
毅
選
手
を
は
じ
め
、
稲
泳
会
の
有
名
選
手
に
よ
る
模
範
演

泳
が
披
露
さ
れ
た
。

来
会
者
は
、
室
内
温
水
プ
ー
ル
と
い
う
数
少
な
い
施
設
に
興
味
を
も
ち
、
ま
た
、
厳
寒
の
こ
の
時
期
に
水
泳
が
で
き
る
こ
と

に
驚
き
な
が
ら
熱
心
に
施
設
設
備
を
見
学
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
第
二
体
育
館
階
下
で
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
こ
の
立
派
な
施
設
は
来
会
者

か
ら
大
き
な
賞
賛
を
受
け
た
。

三
、
食
堂
の
完
成

創
立
三
十
五
周
年
に
あ
た
り
、
記
念
事
業
を
検
討
し
た
が
、
教
職
員
、
学
生
生
徒

の
多
く
に
利
用
さ
れ
る
施
設
と
し
て
の
食
堂
を
新
築
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
決

し
た
。
従
前
の
食
堂
は
、
既
に
老
朽
化
し
て
お
り
、
明
る
く
衛
生
的
で
し
か
も
美
し

い
食
堂
を
つ
く
る
こ
と
が
要
望
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
九
年
秋
か
ら
建
築
準
備
に
と
り

か
か
り
、
翌
五
十
年
一
月
に
工
事
に
着
手
し
た
。
建
物
は
鉄
骨
式
プ
レ
ハ
ブ
二
階
建

て
構
造
で
、
一
階
は
一
般
食
堂
、
二
階
は
会
食
室
・
宴
会
場
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
も

新築された食堂内部



の
で
、
三
月
末
に
完
成
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
従
来
の
食
堂
を
壊
し
て
、
そ
の
跡
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗
装
し
て
、
教
職
員
の

駐
車
場
を
つ
く
っ
た
。
ま
た
、
隣
接
場
所
に
売
店
等
を
同
じ
建
築
構
造
で
新
築
し
た
。
な
お
、
通
路
な
ど
も
新
た
に
整
備
さ
れ
、

校
舎
の
周
囲
が
見
ち
が
え
る
よ
う
に
美
し
く
な
っ
た
。

第
七
節

学
院
長
中
国
訪
問

近
く
て
遠
い
国
で
あ
っ
た
中
国
と
の
国
交
が
正
常
化
さ
れ
た
昭
和
四
十
七
年
以
来
、
両
国
間
に
は
今
ま
で
の
空
白
を
う
め
る

か
の
よ
う
に
文
化
・
経
済
に
お
い
て
、
活
発
に
交
流
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
千
葉
県
私
学
団
体
連
合
会
で
は
二
回
目
の

訪
中
団
を
企
画
し
、
本
学
院
長
伊
藤
一
郎
先
生
を
千
葉
県
私
立
学
校
教
育
者
友
好
訪
中
団
の
団
長
と
し
て
昭
和
五
十
四
年
八
月

六
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
十
二
日
間
、
文
化
大
革
命
以
後
の
新
し
い
中
国
を
訪
ね
、
友
好
関
係
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一

行
は
千
葉
県
私
立
学
校
の
理
事
長
、
学
校
長
を
中
心
と
し
た
、
添
乗
員
一
名
を
含
め
て
総
員
一
八
名
の
訪
問
団
で
あ
っ
た
。

昭和学院及び中学校・高等学校



第
八
節

全
国
一
を
め
ざ
し
て

一
、
高
校
ス
ポ
ー
ツ
界
の
名
門
校
へ

本
校
で
は
、
一
貫
し
て
ク
ラ
ブ
活
動
を
奨
励
し
、
指
導
し
て
き
た
。
そ
の
成
果
は
次
々
に
開
花
し
て
き
た
。
特
に
、
昭
和
五

十
一
年
よ
り
昭
和
五
十
五
年
に
至
る
活
動
は
、
本
校
の
ス
ポ
ー
ツ
史
に
と
っ
て
、
輝
か
し
い
足
跡
を
残
し
た
も
の
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。
昭
和
五
十
一
年
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
長
野
県
松
本
市
で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
決
勝
に
進
出
し
、
接
戦

の
末
延
長
戦
で
惜
敗
し
た
が
、
全
国
第
二
位
の
成
績
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
一
つ
は
、
佐
賀
国
体
に
お
い
て
、
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
が
、
関
東
の
優
勝
チ
ー
ム
に
ふ
さ
わ
し
い
活
躍
を
し
て
、
決
勝
戦
に
進
み
、
善
戦
し
て
敗
れ
た
が
、
こ
れ
ま
た
全
国

第
二
位
を
獲
得
し
、
本
学
院
開
校
以
来
の
最
も
輝
か
し
い
成
績
を
あ
げ
、
私
た
ち
学
院
関
係
者
の
大
き
な
喜
び
と
な
っ
た
。
そ

の
他
に
、
水
泳
部
が
室
内
温
水
プ
ー
ル
の
完
成
に
よ
り
、
常
に
練
習
が
で
き
る
と
い
う
恵
ま
れ
た
条
件
の
も
と
に
実
力
を
高
め

て
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体
に
も
出
場
し
、
い
く
つ
か
の
種
目
で
入
賞
し
た
。

昭
和
五
十
三
年
の
福
島
県
を
中
心
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
は
、
本
校
か
ら
総
勢
六
〇
名
と
い
う
今
ま
で
に
な
い
多
数
の
選

手
を
送
っ
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
新
体
操
の
各
チ
ー
ム
、
そ
れ
に
、
陸
上
競
技
四
名
、

卓
球
二
名
、
水
泳
一
〇
名
の
選
手
で
あ
る
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、
新
メ
ン
バ
ー
の
チ
ー
ム
で
あ
っ
た
が
、
準
決
勝
に
進
み
、



第
三
位
を
確
保
し
た
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
、
十
二
回
目
の
出
場
と
い
う
全
国
の
名
門
校
で
あ
る
が
、
二
回
戦
で
優
勝
校
と
対
戦

し
、
善
戦
の
末
敗
れ
た
。
そ
の
他
の
ク
ラ
ブ
は
と
も
に
今
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
水
泳
チ
ー
ム
は
、
関

東
大
会
に
初
優
勝
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
総
合
成
績
全
国
八
位
の
好
成
績
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
つ
づ
い
て
、
長
野
国
体

で
は
、
本
校
水
泳
選
手
は
、
県
選
手
の
中
心
と
し
て
活
躍
し
、
平
石
選
手
が
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
背
泳
に
優
勝
、
高
橋
選
手
が
一

〇
〇
メ
ー
ト
ル
自
由
形
三
位
、
石
黒
選
手
が
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
個
人
メ
ド
レ
ー
入
賞
と
、
は
な
ば
な
し
い
活
躍
を
し
た
。
ま
た
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
第
三
位
の
成
績
を
あ
げ
、
陸
上
競
技
の
走
幅
跳
の
遠
藤
選
手
が
好
記
録
で
四
位
に
入
賞
し
た
。

な
お
、
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、
水
泳
の
中
一
の
林
純
子
選
手
が
、
こ
の
年
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ

で
翌
年
の
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
候
補
選
手
に
選
ば
れ
、
二
月
十
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
遠
征
し
、

そ
の
国
際
大
会
の
平
泳
ぎ
で
優
勝
と
い
う
好
成
績
を
あ
げ
た
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
五
十
四
年
度
の
運
動
ク
ラ
ブ
の
活
躍
に
は
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
春
に
は
全
国
高
校
選
抜
大
会
に
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
と
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
が
出
場
し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
勝
ち
進
ん
で
、
決
勝
戦
で
東
京
代
表
の
東
亜
学
園
を
七
二－

七
一
で
破
り
、
宿
願
の
全
国
制
覇
の
夢
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
四
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
台
湾
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
協
会
の
招
聘へい
で
訪
台
し
、
国
際
大
会
に
出
場
し
国
際
的
に
も
活
躍
し
た
。
八
月
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
優
勝
を
逸
し
た
が
、

第
三
位
に
入
賞
し
た
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
、
全
国
高
校
の
ベ
ス
ト
四
に
入
っ
た
が
、
優
勝
校
の
石
川
県
小
松
高
に
惜
敗
し
第
三

位
と
な
り
、
水
泳
部
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
、
総
得
点
三
四
点
を
得
て
、
第
三
位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
宮
崎
国

体
に
お
い
て
も
、
高
橋
（
自
由
形
）、
平
石
（
背
泳
）、
石
黒
（
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
）
の
各
選
手
の
活
躍
は
、
本
県
の
大
き
な
得
点
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